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This paper is an extended version of Hiroe and Hatada (2014), presenting a new possible 
approach to teacher-training sessions for elementary school teachers in Nagasaki Prefecture. 
In 2018, a new curriculum on English education will be introduced into the current 
curriculum in elementary schools where the elementary school children start to learn 
English from the third grade, and they commence English as a subject. With the advent of 
the new curriculum, however, not a few elementary school teachers feel uneasy about 
appropriate methods in which English activity classes are conducted. Based on the findings 
of a survey administered by Hiroe and Hatada (2013), a further survey was administered to 
highlight an aspect of the school internal system, Division of English activities in particular, 
so that teachers with more than 20 years’ experience tend not to deal with the Division of 
English activities. For elementary school teachers to manage a wide range of issues on 
English activities, moreover, Nagasaki University Center for Regional Educational 
Partnerships, the Nagasaki City Board of Education, the Nagasaki Prefetural Board of 
Education, and even the teachers are requested to go hand in hand with each other. 
 














が 5・6 年生に年間 35 時間程度必修化され、『Hi, 
friends!』が配布された事実をもって本格的な導入
と考えるのに異論は少ないであろう。しかしなが
ら、平成 20 年から 6 年を経過した今でも、廣江・
畑田(2013)で示されたように、「外国語活動」とい
う科目に関する十分な理解と運営方法が現場に定
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着したとは言い難い。 
にもかかわらず、平成 25 年 12 月に、「外国語活
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た。このコンセプトは、「平成 26 年度小中 9 年間
を通した英語教育研修会」とは異なり、制度の改






11:30~12:15 ICT の活用Ⅰ 
 ―こんなこともできる!?― 
12:15~13:15 昼食 




























iPad であろう。OS が iOS の iPad で利用できるア






















































下の図 1・図 2 を検討してみよう。 
 






図 1 と図 2 は、アンケート調査の根幹となる単純
集計結果である。図 1 で 10 年以上の教職歴が
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(図 4) 教職歴と外国語活動の担当経験 
 











































対応関係はどうであろうか。Q1 と Q2 の項目でク
ロス集計を行ってみた。 
 
(図 6) 教職歴と校務分掌としての外国語活動の担当経験 
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(2) A:  What’ your name? 
 B:  My name is  _________________. I work 
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うではない。図 13 を検討してみよう。 
 




























(2) spaghetti, pizza, sushi, miso, . . .   
 








































0 0 2 12 14
見たことはあ
る 














知らなかった 2 2 2 6 12
合 計 2 8 7 37 54
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7 9 32 69 117
見たことはあ
る 














知らなかった 14 10 25 81 130




















図 16 の「14 時間程度」というのは、文部科学省




れ以外の約 50%の教員が 14 時間以上の研修時間
を必要していることを図 16 は示している。 
実は、この点に関し、長崎県教員委員会に、週
末を利用した研修講座の開催を提案したことがあ 
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長崎市教育委員会との共催で平成 26 年 8 月 26
日・27 日の 2 日間の研修会、また同じく及び大村

















成 26 年 4 月 17 日記者会見資料によれば、「官民一
小学校外国語活動の新制度に伴う対応 


























































る限り、一般には、同様の方々を Japanese Teacher 
of English(JTE)と呼称しているようである。 
11. 担任教員が外国語活動の授業を行う場合、指導
体制には担任単独、ALT との Team Teaching、担
任と EEI(JTE)という三つの基本的なパターンが
ある。ただし、現実には ALT や EEI に丸投げも
おおいことは、廣江・畑田(2014a)で指摘したと
ころである。 
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ーフェイス－小学校外国語活動アンケート調査
から見えるもの－」『長崎大学大学教育イノベー
ションセンター紀要』, 第 5号, pp. 57-65. 
4) 廣江顕・畑田秀将(2014b)「小学校外国語活動に
関するアンケート調査」 









校」の創設について」, 平成 26 年 4月 17 日記者
会見資料（その 1）(https://www.city.takeo.lg.jp/ 
info/2014/04/post-1097.html） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
